
(57)【要約】

【課題】直交ランダムビームフォーミングＯＲＢＦでは

、送信ビーム数が増加すると、ビーム間干渉が発生し、

信号品質の劣化するため、同時送信に適用するビーム数

を如何に決定するかが問題となる。

【解決手段】各端末装置が、基地局からランダムビーム

で送信されたパイロット信号を受信し、信号対干渉雑音

比（ＳＩＮＲ）が最も高いビームの識別子と、そのビー

ムのＳＩＮＲの値を基地局に報告する。基地局は、端末

装置からの報告情報に基づいて、システム容量が最大と

なる送信ビーム数を決定し、端末宛のデータを送信する

。上記送信ビーム数の決定は、無線フレーム単位、ある

いは複数の無線フレーム単位で行われる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の ア ン テ ナ を 具 備 す る 基 地 局 装 置 と 、 複 数 の 端 末 装 置 と か ら な る 無 線 シ ス テ ム で あ
っ て 、
　 １ つ 以 上 の 端 末 装 置 が 、 上 記 基 地 局 装 置 か ら 送 信 さ れ た ラ ン ダ ム ビ ー ム フ ォ ー ム さ れ た
パ イ ロ ッ ト 信 号 を 受 信 し 、 各 ビ ー ム の 信 号 対 干 渉 雑 音 比 （ Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ ： Signal to Interfer
ence and Noise Rate） の 検 出 結 果 を 上 記 基 地 局 装 置 に 報 告 し 、
　 上 記 基 地 局 装 置 が 、 上 記 端 末 装 置 か ら 報 告 さ れ た Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ に 基 づ い て 、 該 端 末 装 置 宛 の
デ ー タ 送 信 に 適 用 す る ビ ー ム 数 を 決 定 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 基 地 局 装 置 が 、 前 記 端 末 装 置 か ら 報 告 さ れ た Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ に 基 づ い て 、 シ ス テ ム 容 量 が
最 大 と な る よ う に 、 前 記 ビ ー ム 数 を 決 定 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 無 線 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 基 地 局 装 置 が 、 信 号 対 雑 音 比 Ｓ Ｎ Ｒ （ Signal to Noise Rate） が Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ と 略 一 致
す る 場 合 は 、 前 記 ビ ー ム 数 を 送 信 ア ン テ ナ 数 に 一 致 さ せ 、 Ｓ Ｎ Ｒ が Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ よ り 十 分 大 き
い 場 合 は 、 上 記 ビ ー ム 数 を １ と す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 直 交 す る ラ ン ダ ム ビ ー ム フ ォ ー ム 用 の 複 数 の ア レ イ 重 み を 生 成 し 、 該 ア レ イ 重 み を パ イ
ロ ッ ト 信 号 に 積 算 す る こ と に よ っ て 、 ラ ン ダ ム ビ ー ム フ ォ ー ム さ れ た パ イ ロ ッ ト 信 号 を 作
成 す る パ イ ロ ッ ト 生 成 部 と 、
　 上 記 パ イ ロ ッ ト 生 成 部 で 生 成 さ れ た パ イ ロ ッ ト 信 号 を 端 末 装 置 に 送 信 す る 送 信 部 と 、
　 上 記 端 末 装 置 か ら 上 記 パ イ ロ ッ ト 信 号 の 信 号 対 干 渉 雑 音 比 を 示 す Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ （ Signal to 
Interference and Noise Rate） 情 報 を 受 信 す る 受 信 部 と 、
　 上 記 Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ 情 報 に 基 づ い て 、 上 記 端 末 装 置 宛 の デ ー タ 送 信 に 適 用 す る ビ ー ム の 数 、 送
信 ビ ー ム を 決 定 す る リ ソ ー ス マ ネ ー ジ メ ン ト 部 と を 有 し 、
　 上 記 送 信 部 か ら 、 上 記 リ ソ ー ス マ ネ ー ジ メ ン ト 部 で 選 択 し た ビ ー ム を 使 っ て 、 上 記 端 末
装 置 に デ ー タ を 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 基 地 局 装 置 に お い て 、
　 前 記 リ ソ ー ス マ ネ ー ジ メ ン ト 部 が 、 前 記 端 末 装 置 か ら 受 信 し た Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ 情 報 に 基 づ い て
、 該 基 地 局 装 置 全 体 で の シ ス テ ム 容 量 が 最 大 と な る よ う に 、 前 記 ビ ー ム 数 を 決 定 す る こ と
を 特 徴 と す る 基 地 局 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 基 地 局 装 置 に お い て 、
　 信 号 対 雑 音 比 Ｓ Ｎ Ｒ （ Signal to Noise Rate） が Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ と 略 一 致 す る 場 合 は 、 前 記 ビ
ー ム 数 を 送 信 ア ン テ ナ 数 に 一 致 さ せ 、 Ｓ Ｎ Ｒ が Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ よ り 十 分 大 き い 場 合 は 、 上 記 ビ ー
ム 数 を １ と す る こ と を 特 徴 と す る 基 地 局 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 基 地 局 装 置 か ら 送 信 さ れ た ラ ン ダ ム ビ ー ム フ ォ ー ム さ れ た 複 数 の パ イ ロ ッ ト 信 号 を 受 信
し 、 該 パ イ ロ ッ ト 信 号 の 信 号 対 干 渉 雑 音 比 （ Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ ： Signal to Interference and Noi
se Rate） を 測 定 ま た は 推 定 す る Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ 検 出 部 と 、
　 上 記 Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ 検 出 部 で 測 定 ま た は 推 定 さ れ た 各 ビ ー ム の Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ に 基 づ い て 、 Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ
が 最 も 高 い ビ ー ム を 選 択 す る リ ソ ー ス マ ネ ー ジ メ ン ト 部 と 、
　 上 記 リ ソ ー ス マ ネ ー ジ メ ン ト 部 で 選 択 し た ビ ー ム と 該 ビ ー ム の Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ の 値 を 変 調 信 号
と し て 、 上 記 基 地 局 に 送 信 す る た め の 変 調 部 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 端 末 装 置 に お い て 、
　 Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ 受 信 を 行 う 複 数 の 受 信 ア ン テ ナ を 備 え 、
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　 前 記 リ ソ ー ス マ ネ ー ジ メ ン ト 部 が 、 上 記 受 信 ア ン テ ナ の 個 数 以 下 の 所 定 数 Ｘ を 予 め 決 め
て お き 、 前 記 Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ の 測 定 結 果 ま た は 推 定 結 果 か ら 、 Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ の 値 が 高 い 順 に Ｘ 本 の ビ
ー ム を 選 択 し 、
　 前 記 変 調 部 が 、 上 記 リ ソ ー ス マ ネ ー ジ メ ン ト 部 で 選 択 し た Ｘ 個 の ビ ー ム の 識 別 子 と 各 ビ
ー ム の Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ の 値 を 前 記 基 地 局 に 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 端 末 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 基 地 局 装 置 と 複 数 の 端 末 装 置 と か ら な る 無 線 シ ス テ ム 、 基 地 局 装 置 お よ び 端
末 装 置 に 関 し 、 更 に 詳 し く は 、 上 記 無 線 シ ス テ ム で 実 施 さ れ る マ ル チ ユ ー ザ Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ 伝 送
に お け る ビ ー ム の 形 成 方 法 に 関 し 、 特 に 、 ラ ン ダ ム ビ ー ム フ ォ ー ミ ン グ 方 式 に お け る 無 駄
な 送 信 を 抑 え て 周 波 数 利 用 効 率 の 高 い 伝 送 方 法 を 実 現 す る 無 線 シ ス テ ム 、 基 地 局 装 置 お よ
び 端 末 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ （ Multi-Input Multi-Output） 伝 送 に 関 わ る 様 々 な 研 究 が 進 ん で い る 。
  非 特 許 文 献 １ で は 、 基 地 局 と 端 末 が １ 対 １ で Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ 伝 送 を 行 う シ ン グ ル ユ ー ザ Ｍ Ｉ Ｍ
Ｏ に お い て 、 周 波 数 利 用 効 率 が 大 き く 向 上 で き る こ と を 示 し て い る 。 ま た 、 非 特 許 文 献 ２
に は 、 Dirty paper coding（ Ｄ Ｐ Ｃ ） が 紹 介 さ れ 、 非 特 許 文 献 ３ と 非 特 許 文 献 ４ に は 、 Ｄ
Ｐ Ｃ を 適 用 す れ ば 、 Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ ブ ロ ー ド キ ャ ス ト 伝 送 の 最 大 容 量 に 達 す る こ と が 報 告 さ れ て
い る 。 し か し な が ら 、 Ｄ Ｐ Ｃ は 、 そ の 計 算 量 の 大 き さ か ら 、 無 線 シ ス テ ム へ の 実 装 が 難 し
い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 非 特 許 文 献 ５ に は 、 Block Diagonalization（ Ｂ Ｄ ） が 紹 介 さ れ て い る 。 こ こ で
は 、 基 地 局 が 、 線 形 空 間 プ リ コ ー デ ィ ン グ を 行 い 、 ユ ー ザ 間 干 渉 に ゼ ロ フ ォ ー シ ン グ （ Ze
ro Forcing） を 行 っ て い る 。 非 特 許 文 献 ５ は 、 Channel State Information（ Ｃ Ｓ Ｉ ） が
理 想 的 に 推 定 で き る こ と を 前 提 と し て い る が 、 実 際 の Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ の 実 装 に お い て は 、 特 に ア
ン テ ナ 数 や ユ ー ザ 数 が 多 い 場 合 、 理 想 的 な 推 定 が 困 難 と な る こ と が 知 ら れ て い る 。 ま た 、
完 全 な Ｃ Ｓ Ｉ 情 報 を 送 信 し よ う と す る と 、 フ ィ ー ド バ ッ ク 情 報 量 の 増 加 が 問 題 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 非 特 許 文 献 ６ と 非 特 許 文 献 ７ は 、 部 分 的 な Ｃ Ｓ Ｉ を 利 用 す る マ ル チ ユ ー ザ Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ を 提
案 し て い る 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の 既 存 技 術 で は 、 送 信 ア ン テ ナ 数 と 受 信 ア ン テ ナ 数 と
が 同 数 と な っ て お り 、 セ ル ラ 環 境 に 適 合 し た 条 件 設 定 と は 言 え な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 非 特 許 文 献 ８ で は 、 ラ ン ダ ム ビ ー ム フ ォ ー ミ ン グ (Random Beamforming)と 呼 ば れ る 信 号
対 干 渉 雑 音 比 （ Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ ） だ け を フ ィ ー ド バ ッ ク 情 報 と す る 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。 こ こ
で は 、 ラ ン ダ ム な ビ ー ム フ ォ ー ミ ン グ を 使 い 、 ベ ス ト な 伝 搬 路 環 境 に あ る 一 人 の ユ ー ザ に
の み リ ソ ー ス 割 当 て を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 更 に 、 非 特 許 文 献 ９ で は 、 ラ ン ダ ム ビ ー ム フ ォ ー ミ ン グ の Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ へ の 応 用 に つ い て 提
案 し て い る 。 こ の 方 法 は 、 同 時 に は 唯 一 人 の ユ ー ザ に し か リ ソ ー ス が 割 り 当 て ら れ な い た
め 、 シ ン グ ル ユ ー ザ の Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ に 対 応 す る 方 法 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 非 特 許 文 献 １ ０ に は 、 直 交 す る Random beamformingを 利 用 す る 直 交 ラ ン ダ ム ビ ー ム フ ォ
ー ミ ン グ ： Ｏ Ｒ Ｂ Ｆ （ Orthogonal Random Beam Forming） が 紹 介 さ れ て い る 。 Ｏ Ｒ Ｂ Ｆ で
は 、 各 ユ ー ザ 端 末 が 、 信 号 対 干 渉 雑 音 比 Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ （ Signal to Interference and Noise R
ate） が 最 大 と な る ビ ー ム イ ン デ ッ ク ス を 基 地 局 に 報 告 す る 。 Ｏ Ｒ Ｂ Ｆ で は 、 ユ ー ザ 数 が
多 い 場 合 に 、 Ｄ Ｐ Ｃ の 最 大 総 容 量 に 達 す る こ と が わ か っ て い る 。 し か し な が ら 、 セ ル ラ シ
ス テ ム で は 、 各 基 地 局 の ユ ー ザ 数 は 、 高 々 ６ ４ ユ ー ザ 程 度 で あ る こ と か ら 、 Ｏ Ｒ Ｂ Ｆ を 適
用 し て も 、 若 干 の パ フ ォ ー マ ン ス 利 得 し か 得 ら れ な い と 考 え ら れ る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ の た め 、 非 特 許 文 献 １ １ で は 、 Ｍ Ｕ Ｄ Ａ Ｍ （ Multi-user diversity and multiplexin
g） と 呼 ば れ る 方 法 で 改 良 を 図 っ て い る 。 但 し 、 Ｍ Ｕ Ｄ Ａ Ｍ は 、 全 て の ビ ー ム フ ォ ー ム ベ
ク タ を 決 め る 前 に 、 Ｃ Ｓ Ｉ を 何 度 も フ ィ ー ド バ ッ ク す る 必 要 が あ り 、 セ ル ラ シ ス テ ム の よ
う に 、 ユ ー ザ 端 末 が 高 速 で 移 動 す る 場 合 に は 適 し て い な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 G.J.Foschini and M.J.Gans, “ On limits of wireless communication
s in a fading environment when using multiple antennas” , Wireless Personal Comm
un.: Khuwer Academic Press, no. 6, pp. 311-335, 1998.
【 非 特 許 文 献 ２ 】 M.Costa, “ Writing on Dirty Paper” , IEEE Trans. Inf. Theory, Vo
l. 29, pp. 439-441, May 1983.
【 非 特 許 文 献 ３ 】 P.Viswanath and D.Tse, “ Sum capacity of the Vector Gaussian bro
adcast channel and uplink-downlink duality” , IEEE Trans. Info. Theory, vol. 49,
 pp. 1912-1921, Aug. 2003.
【 非 特 許 文 献 ４ 】 G.Carie and S.Shamai, “ On the achievable throughput of a multia
ntenna Gaussian broadcast channel” , IEEE Trans. Info. Theory, Vol. 49, pp. 1691
-1706, Jul. 2003.
【 非 特 許 文 献 ５ 】 Q.H.Spencer, A.L.Swindehurst and M.Haardt, “ Zero-forcing Method
s for Downlink Spatial Multiplexing in Multi-User MIMO Channels” , IEEE Trans. S
ig. Proc., vol. 52, pp. 461-471, Feb. 2004.
【 非 特 許 文 献 ６ 】 R.W.Heath Jr., M.Airy and A.J.Paulraj, ” Multiuser diversity for
 MIMO wireless systems with linear receivers” , in Proc. of Asilomar Conf. on Si
gnals, Systems, and Computers, vol. 2, pp. 1194-1199, Nov. 2001.
【 非 特 許 文 献 ７ 】 H.Lee, M.Shin and C.Lee, ” An eigen-based MIMO multiuser schedul
er with partial feedback information” , IEEE commun. Lett., vol. 9, pp. 328-330,
 Apr. 2005.
【 非 特 許 文 献 ８ 】 P.Viswanath, D.N.C.Tse and R.Laroia, ” Opportunistic beamforming
 using dumb antennas” , IEEE Trans. Inform. Theory, vol. 48, pp.1277-1294, Jun. 
2002.
【 非 特 許 文 献 ９ 】 J.Chung, C.S.Hwang, K.Kim and Y.K.Kim, ” A random beamforming te
chnique in MIMO systems exploiting multiuser diversity” , IEEE J. Select. Areas 
Commun., vol. 21, pp. 848-855, Jun. 2003.
【 非 特 許 文 献 １ ０ 】 M.Sharif and B.Hassibi, “ On the capacity of MIMO broadcast ch
annels with partial side information” , IEEE Trans. Info. Theory, vol. 51, pp. 5
06-522, Feb. 2005.
【 非 特 許 文 献 １ １ 】 G.C.Briones, A.A.Dowhuszko, J.Hamalainen and R.Wichiman, “ Ach
ievable data rates for two transmit antenna broadcast channels with WCDMA HSDPA 
feedback information” , Proc. IEEE Int. Conf. Commun., vol. 4, pp.2722-2727, May
 2005.
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 従 来 の Ｏ Ｒ Ｂ Ｆ （ Orthogonal Random Beam Forming） で は 、 ラ ン ダ ム ビ ー ム の 個 数 が 固
定 値 と な っ て い る 。 ラ ン ダ ム ビ ー ム 送 信 で は 、 同 時 に 送 信 さ れ る ビ ー ム の 数 が 増 加 す る と
、 ビ ー ム 間 で 互 い に 干 渉 が 発 生 す る た め に 、 信 号 品 質 劣 化 が 発 生 す る 。 従 っ て 、 同 時 に 多
数 の ラ ン ダ ム ビ ー ム を 用 い て 信 号 送 信 す る こ と が 、 常 に シ ス テ ム 容 量 の 最 大 化 に 繋 が る と
は 限 ら な い 。 こ れ が 、 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 第 １ の 課 題 で あ る 。 ま た 、 従 来 は 、 同 時
送 信 す る ビ ー ム の 数 を ど の よ う に 決 定 す べ き か が 判 っ て い な か っ た 。 こ れ が 、 本 発 明 が 解
決 し よ う と す る 第 ２ の 課 題 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 で は 、 上 記 第 １ の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 基 地 局 が 、 端 末 装 置 か ら 報 告 さ れ る 無
線 の 受 信 状 況 に 応 じ て 、 シ ス テ ム 容 量 を 最 大 化 す る よ う に 、 ラ ン ダ ム ビ ー ム の ビ ー ム 数 を
可 変 に 制 御 す る 仕 組 み を 取 り 入 れ て い る 。 具 体 的 に 言 う と 、 本 発 明 で は 、 各 端 末 装 置 が 、
基 地 局 か ら ラ ン ダ ム ビ ー ム で 送 信 さ れ た パ イ ロ ッ ト 信 号 を 受 信 し 、 信 号 対 干 渉 雑 音 比 （ Ｓ
Ｉ Ｎ Ｒ ： Signal to Interference and Noise Rate） Ｓ /（ Ｉ ＋ Ｎ ） が 最 も 高 い ビ ー ム の 識
別 子 と 、 そ の ビ ー ム の Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ 値 を 基 地 局 に 報 告 す る 。 基 地 局 は 、 端 末 装 置 か ら の 報 告 情
報 に 基 づ い て 、 シ ス テ ム 容 量 が 最 大 と な る 送 信 ビ ー ム 数 を 求 め る ビ ー ム 数 決 定 手 段 を 備 え
て い る 。 上 記 ビ ー ム 数 決 定 手 段 は 、 送 信 ビ ー ム 数 と 使 用 ビ ー ム 、 送 信 ビ ー ム で デ ー タ 送 信
す る 通 信 相 手 端 末 と を 決 定 す る 。 上 記 送 信 ビ ー ム 数 の 決 定 は 、 無 線 フ レ ー ム 単 位 、 あ る い
は 複 数 の 無 線 フ レ ー ム 単 位 で 行 う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 第 ２ の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 端 末 か ら 報 告 さ れ た Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ 情 報 に 基 づ
い て 送 信 ビ ー ム 数 と ビ ー ム を 決 定 す る Ｍ Ｂ Ｓ （ Multi Beam Selection） ア ル ゴ リ ズ ム を 導
入 す る 。 Ｓ Ｎ Ｒ （ Signal to Noise Rate） が 低 い 場 合 は 、 干 渉 は 信 号 品 質 を 決 め る 支 配 項
と は な ら ず 、 複 数 の ビ ー ム を 同 時 に 送 信 す る 方 が 、 シ ス テ ム 容 量 は 増 加 す る 。 他 方 、 Ｓ Ｎ
Ｒ が 高 い 場 合 は 、 干 渉 が 支 配 項 と な る た め 、 複 数 ビ ー ム で の 送 信 に 代 え て 、 単 一 ビ ー ム で
の 送 信 を 行 う 。 端 末 に 複 数 の ア ン テ ナ が あ る Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ 環 境 で は 、 ア ン テ ナ を 含 め て １ ス ト
リ ー ム に よ る 伝 送 を 行 う 。 こ の よ う に 、 Ｍ Ｂ Ｓ ア ル ゴ リ ズ ム で 送 信 ビ ー ム 数 を 決 定 す る こ
と に よ っ て 、 適 応 的 に ビ ー ム 数 を 決 定 す る こ と が で き 、 第 ２ の 課 題 を 解 決 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 従 来 、 送 信 ビ ー ム 数 の 変 更 手 順 が 明 ら か で な か っ た た め に 実 施 で き な
か っ た ラ ン ダ ム ビ ー ム の 送 信 ビ ー ム 数 を 常 に 最 適 な 状 態 に 保 ち 、 シ ス テ ム 容 量 を 最 大 に 保
っ た 状 態 を 維 持 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 を 図 １ ～ ５ を 用 い て 説 明 す る 。
  図 １ は 、 本 発 明 が 想 定 す る セ ル ラ 環 境 に お け る Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ （ Multi-Input Multi-Output）
伝 送 シ ス テ ム の 構 成 例 を 示 す 。 基 地 局 側 は 、 ｍ ｔ 本 の ア ン テ ナ を 具 備 し 、 端 末 側 は 、 そ れ
ぞ れ ｍ ｒ 本 の ア ン テ ナ を 具 備 し て い る 。 伝 搬 路 ２ は 、 Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ チ ャ ネ ル に な っ て お り 、 そ
れ ぞ れ の ア ン テ ナ が 互 い に 独 立 し た フ ェ ー ジ ン グ を 受 け る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 基 地 局 か ら 送 信 さ れ る 信 号 は 、 ｍ ｔ × ｍ ｔ か ら な る Random complex unitary beamformi
ng matrixに よ り 、 ラ ン ダ ム ビ ー ム 形 成 さ れ る 。 セ ル ラ 環 境 に お い て は 、 ユ ー ザ 数 を Ｋ と
す る と 、 一 般 的 に Ｋ ＞ ｍ ｔ ＞ ｍ ｒ の 関 係 が あ る 。 従 来 技 術 で は 、 送 信 ビ ー ム 数 に ｍ ｂ ＝ ｍ

ｔ の 関 係 が あ る が 、 本 発 明 の 実 施 例 で は 、 殆 ど の 場 合 、 ｍ ｂ ＜ ｍ ｔ の 関 係 が 成 り 立 ち 、 各
端 末 の 平 均 Ｓ Ｎ Ｒ が 低 い 場 合 に の み 、 ｍ ｂ ＝ ｍ ｔ の 関 係 が 成 立 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 の 性 能 を 評 価 す る た め の 理 論 式 を 導 出 す る 。 送 信 ア ン テ ナ ｉ か ら
受 信 ア ン テ ナ ｊ へ の 伝 送 チ ャ ネ ル か ら な る Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ チ ャ ネ ル を
【 ０ ０ １ ７ 】
【 数 １ 】
　
　
　
と 表 記 す る 。 こ こ で は 、 送 信 ア ン テ ナ 番 号 ｉ か ら ユ ー ザ ｋ の 受 信 ア ン テ ナ 番 号 ｊ へ の 伝 送
チ ャ ネ ル ｈ ｉ ｊ （ ｋ ） は 、 複 素 ガ ウ ス ・ ラ ン ダ ム チ ャ ネ ル と 仮 定 す る 。 送 信 機 は 、 ｍ ｂ の
互 い に 直 交 す る ラ ン ダ ム ベ ク ト ル Φ ｍ か ら な る ア レ イ 重 み を 使 っ て ビ ー ム 形 成 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 ユ ー ザ ｋ の 受 信 信 号 ｙ ｋ は
【 ０ ０ １ ９ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
　
で 表 記 さ れ る 。 こ こ で 、 Ｓ ｍ は ｍ 番 目 の 送 信 信 号 を 表 す 。 送 信 ビ ー ム の 電 力 は 、 等 配 分 さ
れ る と 仮 定 す る と 、
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 数 ３ 】
　
　
　
　
と な る 。 こ こ で 、 ρ 0 は 平 均 Ｓ Ｎ Ｒ を 示 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 先 ず 、 ｍ ｒ ＝ １ の 場 合 を 考 え る 。 完 全 な Ｃ Ｓ Ｉ （ Channel State Information） を 仮 定
す る と 、 端 末 ｋ は 、 ｍ 番 目 の ビ ー ム の Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ の 値 SINRｋ ｍ を 次 式 で 計 算 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 数 ４ 】
　
　
　
　
　 全 端 末 が 、 受 信 し た ビ ー ム の 内 で 最 も 高 い Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ の 値 を 基 地 局 に 報 告 し 、 基 地 局 が 、
そ の 内 か ら Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ が 最 も 高 い ｍ ｂ の 端 末 を 選 択 し て ビ ー ム 送 信 し た と す る と 、 シ ス テ ム
容 量 Ｒ (ｍ ｂ )は 、 次 式 で 近 似 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 数 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　 こ こ で 、 Φ ｍ が 複 素 ガ ウ ス ラ ン ダ ム 変 数 で あ り 、 ｋ や ｍ に 対 し て ユ ニ タ リ ー 変 数 で あ る
こ と を 考 え る と 、 SINRｋ ｍ の 値 は 、 次 式 で 近 似 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 数 ６ 】
　
　
　
　 こ こ で 、 ｚ や ｙ は 、 そ れ ぞ れ ｘ ２ （ ２ ） 分 布 お よ び ｘ ２ （ ２ ｍ ｂ － ２ ） 分 布 に 従 う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 SINRｋ ｍ の 累 積 確 率 分 布 （ Ｃ Ｄ Ｆ ： Cumulative distribution function） Ｆ Ｓ （ ｘ ） は
【 ０ ０ ２ ６ 】
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【 数 ７ 】
　
　
　
　
　
と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 従 っ て 、 ｍ ｂ 送 信 時 の シ ス テ ム 容 量 Ｒ （ ｍ ｂ ） と 、 送 信 ビ ー ム 数 ｍ ｂ の 最 適 値 は 、 次 の
よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 数 ８ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 数 ９ 】
　
　
　
　 例 え ば 、 低 Ｓ Ｎ Ｒ の 場 合 に は 、 ρ 0 ＝ ０ 、 ｕ ＝ Ｆ ｓ

Ｋ （ ｘ ） と す れ ば 、
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 数 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
と な る 。 よ っ て
【 ０ ０ ３ １ 】
【 数 １ １ 】
　
　
　
と な り 、 送 信 ビ ー ム 数 が 多 い 場 合 に シ ス テ ム 容 量 が 最 大 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 他 方 、 高 Ｓ Ｎ Ｒ の 場 合 に は 、 ρ 0 ＝ 無 限 大 と し て 、 シ ス テ ム 容 量 Ｒ （ ｍ ｂ ） と Ｒ (１ )は
、 次 の よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 数 １ ２ 】
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【 ０ ０ ３ ４ 】
【 数 １ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　 よ っ て 、 送 信 ビ ー ム 数 ｍ ｂ の 最 適 値 は 、
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 数 １ ４ 】
　
　
と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 の 検 討 結 果 か ら 、 最 適 な ｍ ｂ が 、 Ｓ Ｎ Ｒ に 依 存 し て 異 な る こ と が 判 る 。 す な わ ち 、
Ｓ Ｎ Ｒ が 低 い ケ ー ス で は 、 同 時 送 信 ビ ー ム 数 が 多 い 方 が シ ス テ ム 容 量 は 高 く な る 。 他 方 、
Ｓ Ｎ Ｒ が 高 い ケ ー ス で は 、 シ ン グ ル ビ ー ム に よ る 送 信 の 方 が 、 シ ス テ ム 容 量 的 に は 優 位 と
な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 送 信 ビ ー ム と 送 信 先 ユ ー ザ と の 組 合 せ {Ｂ 、 Ｕ }は 、
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 数 １ ５ 】
　
　
　
　
　
で 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ２ は 、 基 地 局 装 置 （ Base station） と 端 末 装 置 （ Terminal） と の 間 の 通 信 シ ー ケ ン ス
を 示 す シ ー ケ ン ス 図 で あ る 。
  先 ず 、 基 地 局 は 、 規 定 の 時 間 ス ロ ッ ト 毎 に 、 ラ ン ダ ム な ｍ ｔ 本 の パ イ ロ ッ ト 信 号 を 送 信
す る （ ス テ ッ プ ２ ０ １ ） 。 端 末 装 置 は 、 パ イ ロ ッ ト 情 報 に 基 づ い て 、 各 ビ ー ム の 信 号 対 干
渉 雑 音 比 Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ ｋ ｍ を 推 定 し 、 Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ ｋ ｍ の 最 大 値 と 、 Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ ｋ ｍ が 最 大 値 と な る
ビ ー ム の 識 別 子 （ Ｉ Ｄ ） を 基 地 局 装 置 に 報 告 す る （ ス テ ッ プ ２ ０ ２ ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 基 地 局 装 置 で は 、 得 ら れ た 最 大 Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ を 示 す 情 報 か ら 、 （ 式 １ ５ ） を 用 い て 、 送 信 す
べ き ビ ー ム と 送 信 先 ユ ー ザ と の 組 み 合 わ せ を 決 定 し 、 端 末 装 置 へ の 割 当 て チ ャ ネ ル （ 周 波
数 と タ イ ミ ン グ ） を 決 定 し て 、 結 果 を 端 末 装 置 に 通 知 す る （ ス テ ッ プ ２ ０ ３ ） 。 基 地 局 装
置 は 、 該 当 ユ ー ザ 向 け の デ ー タ を 、 ス テ ッ プ ２ ０ ３ で 指 定 し た 周 波 数 と タ イ ミ ン グ で 、 無
線 信 号 と し て 送 信 す る 。 端 末 装 置 は 、 ス テ ッ プ ２ ０ ３ で 指 定 さ れ た 周 波 数 と タ イ ミ ン グ で
、 基 地 局 装 置 か ら 送 信 さ れ た 該 当 端 末 装 置 宛 の 信 号 を 受 信 す る （ ス テ ッ プ ２ ０ ４ ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 の 無 線 装 置 （ 基 地 局 お よ び 端 末 ） は 、 特 定 の 時 間 ス ロ ッ ト か ら 構 成 さ れ る ス ロ ッ
ト ベ ー ス で 送 受 信 動 作 を 行 っ て い る 。 各 ス ロ ッ ト 毎 に 上 記 ラ ン ダ ム ビ ー ム の 重 み が 更 新 さ
れ 、 送 信 信 号 に 新 た な ビ ー ム 重 み が 掛 け ら れ る 。
  ビ ー ム 重 み の 作 り 方 の 例 と し て は 、 Schmidtの 直 交 化 を 使 っ た 方 法 が 一 般 的 で あ り 、 乱
数 に よ っ て ｍ ｔ － １ 個 の ラ ン ダ ム ベ ク ト ル （ ｍ ｔ × １ ） を 用 意 し 、 Schmidtの 直 交 化 の ア
ル ゴ リ ズ ム を 用 い て 、 ｍ ｔ 個 の 独 立 し た 重 み ベ ク ト ル を 生 成 す る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ３ は 、 ス ロ ッ ト 毎 に 独 立 し た ｍ ｔ 個 の ビ ー ム が 作 成 さ れ る 様 子 を ハ ッ チ 模 様 に よ っ て
示 し た 図 で あ る 。 乱 数 と Schmidtの 直 交 化 を 用 い て い る た め 、 ス ロ ッ ト 毎 に ビ ー ム 重 み が
変 化 し 、 時 間 的 に も 空 間 的 に も ラ ン ダ ム な ビ ー ム と な る 。 実 用 化 の た め に は 、 十 分 に ラ ン
ダ ム と み な せ る 種 類 の ア ン テ ナ 重 み を 予 め 計 算 し て お き 、 基 地 局 装 置 の メ モ リ に テ ー ブ ル
形 式 で 蓄 積 し て お い て も よ い 。 ス ロ ッ ト 毎 の ア ン テ ナ 重 み の 値 を 上 記 テ ー ブ ル か ら 検 索 す
る よ う に す れ ば 、 ス ロ ッ ト 毎 に 乱 数 を 生 成 し て Schmidtの 直 交 化 演 算 を 行 う 必 要 が な く な
る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ４ は 、 基 地 局 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 構 成 図 で あ る 。
  チ ャ ネ ル 推 定 の た め に 送 信 さ れ る パ イ ロ ッ ト 信 号 は 、 パ イ ロ ッ ト 信 号 生 成 部 １ ０ ４ に よ
っ て 生 成 さ れ る 。 生 成 さ れ た パ イ ロ ッ ト は 、 空 間 変 調 部 １ ０ ５ に よ っ て ア レ イ 重 み が 積 算
さ れ 、 空 間 変 調 さ れ た パ イ ロ ッ ト 信 号 と な る 。 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ０ １ が ネ
ッ ト ワ ー ク か ら 取 り 出 し た 送 信 デ ー タ （ ユ ー ザ デ ー タ ） は 、 変 調 部 １ ０ ２ に お い て 、 リ ソ
ー ス マ ネ ー ジ ャ １ ０ ９ が 指 示 す る 変 調 方 式 （ Ｍ Ｃ Ｓ ） に 従 っ て 変 調 さ れ る 。 変 調 さ れ た 情
報 は 、 重 み 積 算 部 １ ０ ３ に お い て ア レ イ 重 み が 積 算 さ れ 、 空 間 変 調 さ れ た 信 号 に 変 換 さ れ
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 空 間 変 調 さ れ た 送 信 デ ー タ 信 号 は 、 信 号 合 成 部 １ ０ ６ に お い て 、 空 間 変 調 部 １ ０ ５ で 空
間 変 調 さ れ た パ イ ロ ッ ト 信 号 と 時 間 多 重 さ れ る 。 信 号 合 成 部 １ ０ ６ か ら 出 力 さ れ た 送 信 信
号 は 、 図 ４ で は 省 略 さ れ て い る Ｒ Ｆ 部 に お い て 、 ベ ー ス バ ン ド 信 号 か ら Ｒ Ｆ 信 号 に 変 換 を
さ れ 、 デ プ レ ク サ １ ０ ７ を 経 て ア ン テ ナ か ら 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 端 末 か ら 送 信 さ れ る Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ に 関 す る 情 報 は 、 ア ン テ ナ で 受 信 さ れ 、 デ プ レ ク サ １ ０ ７
を 経 て 、 図 ４ に は 記 載 さ れ て い な い Ｒ Ｆ 部 で ベ ー ス バ ン ド 信 号 に 変 換 し た 後 、 復 調 部 １ ０
８ に 入 力 さ れ る 。 復 調 部 １ ０ ８ は 、 受 信 信 号 か ら Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ 情 報 を 取 り 出 し 、 Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ 情 報
を リ ソ ー ス マ ネ ー ジ ャ １ ０ ９ に 送 る 。 リ ソ ー ス マ ネ ー ジ ャ １ ０ ９ は 、 複 数 ユ ー ザ の Ｓ Ｉ Ｎ
Ｒ 情 報 か ら 、 （ 式 １ ５ ） に 示 す ア ル ゴ リ ズ ム に 従 っ て 、 送 信 ビ ー ム と 送 信 先 ユ ー ザ を 決 定
す る と 共 に 、 そ の 時 得 ら れ る 推 定 Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ か ら 、 送 信 す る Ｍ Ｃ Ｓ を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ５ は 、 端 末 装 置 の ブ ロ ッ ク 構 成 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
  基 地 局 装 置 か ら 送 信 さ れ た パ イ ロ ッ ト 信 号 は 、 ア ン テ ナ で 受 信 さ れ 、 デ プ レ ク サ ３ ０ １
を 介 し て 復 調 部 ３ ０ ２ に 入 力 さ れ 、 Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ が 推 定 さ れ る 。 復 調 部 ３ ０ ２ か ら 出 力 さ れ た
Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ の 推 定 値 は 、 リ ソ ー ス マ ネ ー ジ ャ ３ ０ ３ に 入 力 さ れ る 。 リ ソ ー ス マ ネ ー ジ ャ ３ ０
３ は 、 ビ ー ム 毎 の Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ を 比 較 し 、 Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ が 最 大 値 と な る ビ ー ム を 選 択 す る 。 Ｓ Ｉ Ｎ
Ｒ の 最 大 値 と 、 Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ が 最 大 値 と な っ た ビ ー ム の 識 別 子 （ ビ ー ム Ｉ Ｄ ） は 、 リ ソ ー ス マ
ネ ー ジ ャ ３ ０ ３ か ら 変 調 部 ３ ０ ５ に 出 力 さ れ る 。 変 調 部 ３ ０ ５ は 、 上 記 Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ と ビ ー ム
Ｉ Ｄ を 規 定 の 変 調 方 式 に 従 っ て 変 調 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 変 調 さ れ た 信 号 は 、 図 で は 省 略 さ れ て い な い Ｒ Ｆ 部 で 、 ベ ー ス バ ン ド 信 号 か ら Ｒ Ｆ 信 号
に 変 換 し た 後 、 デ プ レ ク サ ３ ０ １ を 介 し て 、 ア ン テ ナ か ら 送 信 さ れ る 。 尚 、 基 地 局 装 置 か
ら 送 信 さ れ た 下 り 回 線 の デ ー タ 信 号 は 、 デ プ レ ク サ ３ ０ １ を 介 し て 復 調 部 ３ ０ ２ に 入 力 さ
れ 、 復 調 デ ー タ が 、 ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ ー フ ェ ー ス ３ ０ ４ を 介 し て ネ ッ ト ワ ー ク に 送 信 さ
れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 上 の 通 信 手 順 と 装 置 構 成 に よ れ ば 、 ラ ン ダ ム ビ ー ム の 数 を 適 応 的 に 変 化 さ せ る こ と が
で き る た め 、 前 述 し た 第 １ の 課 題 が 解 決 さ れ る 。 ま た 、 （ 式 １ ５ ） に よ っ て 、 同 時 送 信 す
る ビ ー ム 数 を 決 定 で き る た め 、 前 述 し た 第 ２ の 課 題 も 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 上 記 実 施 例 で は 、 変 調 方 式 の 種 類 に つ い て は 特 に 限 定 し て い な い が 、 １ 次 変 調 方 式 と し
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て は 、 例 え ば 、 Ｃ Ｄ Ｍ Ａ や Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ を 適 用 で き る 。 ま た 、 ２ 次 変 調 方 式 と し て は 、 例 え
ば 、 Ｑ Ｐ Ｓ Ｋ 、 １ ６ Ｑ Ａ Ｍ な ど 、 一 般 的 な 変 調 方 式 を 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ２ で は 、 ス テ ッ プ ２ ０ ３ が 示 す よ う に 、 チ ャ ネ ル 割 り 当 て の 後 で 、 チ ャ ネ ル 割 り 当 て
結 果 を 端 末 装 置 に 通 知 す る シ ー ケ ン ス と な っ て い る が 、 チ ャ ネ ル 割 り 当 て 結 果 の 通 知 シ ー
ケ ン ス を 省 略 し て 、 各 端 末 装 置 が ブ ラ イ ン ド で 送 信 デ ー タ を 受 信 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 複 数 の ア ン テ ナ を 具 備 し た 端 末 装 置 の 場 合 、 複 数 の ス ト リ ー ム を 同 時 に 送 信 す る
こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 端 末 装 置 は 、 基 地 局 装 置 に 対 し て 報 告 す る Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ の 数 を
増 や す 必 要 が あ る 。 但 し 、 論 理 的 に 構 成 さ れ る チ ャ ネ ル を 別 端 末 の よ う に 考 え る と 、 （ 式
１ ５ ） の ア ル ゴ リ ズ ム を そ の ま ま 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 例 え ば 、 リ ソ ー ス マ ネ ー ジ メ ン ト 部 が 、 受 信 ア ン テ ナ の 個 数 以 下 の 所 定 数 Ｘ を 予 め 決 め
て お き 、 Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ の 測 定 結 果 ま た は 推 定 結 果 か ら 、 Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ の 値 が 高 い 順 に Ｘ 本 の ビ ー ム
を 選 択 し 、 変 調 部 が 、 上 記 リ ソ ー ス マ ネ ー ジ メ ン ト 部 で 選 択 し た Ｘ 個 の ビ ー ム の 識 別 子 と
各 ビ ー ム の Ｓ Ｉ Ｎ Ｒ の 値 を 前 記 基 地 局 に 送 信 す る よ う に す れ ば よ い 。 こ の 場 合 、 複 数 ス ト
リ ー ム を 同 時 に 伝 送 す る こ と が で き る た め 、 Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ に お け る 伝 送 路 の マ ル チ 化 効 果 か ら
、 当 該 端 末 装 置 の 伝 送 レ ー ト を 大 幅 に 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 端 末 装 置 に は 、 複 数 ア
ン テ ナ で 受 信 し た 信 号 を 適 当 な 信 号 合 成 手 段 で 合 成 し 、 信 号 品 質 を 向 上 す る 工 夫 を 導 入 す
る と よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 セ ル ラ 通 信 で ラ ン ダ ム ビ ー ム フ ォ ー ム を 実 施 す る 際 に 、 電 波 の 伝 搬 環
境 に 応 じ た 最 適 な 送 信 ビ ー ム 数 を 決 定 し 、 シ ス テ ム の キ ャ パ シ テ ィ を 最 大 化 す る こ と が 可
能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の １ 実 施 例 を 示 す 基 地 局 装 置 、 端 末 装 置 を 含 む 無 線 シ ス テ ム の 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に お け る 基 地 局 装 置 と 端 末 装 置 と の 間 の 通 信 シ ー ケ ン ス の １ 実 施 例 を 示 す
図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に お け る ラ ン ダ ム ビ ー ム フ ォ ー ム の 送 信 方 法 を 説 明 す る た め の 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 適 用 さ れ る 基 地 局 装 置 の １ 実 施 例 を 示 す 構 成 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 適 用 さ れ る 端 末 装 置 の １ 実 施 例 を 示 す 構 成 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
１ ： 基 地 局 装 置 、 ２ ： Ｍ Ｉ Ｍ Ｏ 伝 送 路 、 ３ ： 端 末 装 置 、 ４ ： 基 地 局 ア ン テ ナ 、 ５ ： 端 末 ア
ン テ ナ 、 １ ０ １ ： ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス 、 １ ０ ２ ： 変 調 部 、 １ ０ ３ ： 重 み 積 算 部 、
１ ０ ４ ： パ イ ロ ッ ト 信 号 生 成 部 、 １ ０ ５ ： 空 間 変 調 部 、 １ ０ ６ ： 信 号 合 成 部 、 １ ０ ７ ： デ
プ レ ク サ 、 １ ０ ８ ： 復 調 部 、 １ ０ ９ ： リ ソ ー ス マ ネ ー ジ ャ 、 ３ ０ １ ： デ プ レ ク サ 、 ３ ０ ２
： 復 調 部 、 ３ ０ ３ ： リ ソ ー ス マ ネ ー ジ ャ 、 ３ ０ ４ ： ネ ッ ト ワ ー ク イ ン タ フ ェ ー ス 、 ３ ０ ５
： 変 調 部 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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